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質
疑
・
永
年
勤
続
表
彰

特
別
委
員
会

◎
内
田　

俊
英　

○
横
川　

重
行　
　

守
家　

英
明　
　

中
谷
真
裕
美

　

東　
　

由
美　
　

香
川　
　

勝　
　

川
田　

匡
文　
　

多
田　

光
廣

議
案
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、

４
名
の
議
員
が
聞
き
ま
し
た
。

城
東
小
学
校
の
改
築

特
別
定
額
給
付
金

給
付
事
業

市
民
会
館
整
備
特
別
委
員
会
を
設
置

市
民
会
館
整
備
特
別
委
員
会
を
設
置

　
　
　

大
前
議
員
　
給
付
金
で
は
な

　
　
　
く
、
商
品
券
な
ど
に
よ
る
経

済
対
策
と
し
て
対
応
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　

産
業
文
化
部
長
　
市
長
が
対

　
　
　

話
し
た
市
民
の
多
く
が
現
金

給
付
を
望
ん
で
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
配
布
や
印
刷
等
に
要
す
る
期
間
、

換
金
手
数
料
等
の
事
務
経
費
な
ど

総
合
的
に
判
断
し
、
現
金
給
付
に
至

っ
た
。

　
　
　

内
田
議
員
　
一
律
現
金
給
付

　
　
　

の
成
果
を
検
証
す
る
方
法
は
。

　
　
　

産
業
文
化
部
長
　
丸
亀
商
工

　
　
　

会
議
所
や
飯
綾
商
工
会
と
も

連
携
し
、
事
業
の
実
施
後
、
会
員
事

業
所
の
う
ち
、
飲
食
店
な
ど
小
売
店

を
中
心
に
調
査
を
お
願
い
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

ま
た
、
有
識
者
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
、
検
証
し
た
い
。

ＱＡ ＱＡ

　
　
　

中
谷
議
員
　
財
源
と
し
て
、

　
　
　

一
般
会
計
の
基
金
を
検
討
し

た
の
か
。

　
　
　

総
務
部
長
　
一
般
会
計
基
金

　
　
　

か
ら
の
繰
り
入
れ
も
検
討
し

た
が
、
活
用
は
難
し
い
。
約
１
６
６

億
円
の
残
高
の
う
ち
、
１
５
０
億
円

は
特
定
目
的
基
金
で
あ
り
、
財
政
調

整
基
金
は
16
億
円
で
あ
る
。

　

今
後
の
財
政
運
営
や
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
基
金
は

将
来
の
財
源
と
し
て
留
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
給
付
金
の
財
源
に
は
し
て

い
な
い
。

　
　
　

横
川
議
員
　
城
東
小
学
校
は
、

　
　
　

過
去
に
浸
水
被
害
に
遭
っ
て

い
る
。
改
築
に
当
た
り
、
建
設
場
所

の
検
討
は
。

　
　
　

教
育
部
長
　
県
で
は
、
浸
水

　
　
　

被
害
対
策
と
し
て
、
古
子
川

の
越
水
に
対
す
る
か
さ
上
げ
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

　

地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
学
校
関
係

者
、
専
門
家
と
検
証
を
行
い
、
議
論

を
重
ね
た
い
。建
設
場
所
を
は
じ
め
、

校
舎
の
配
置
、
設
備
な
ど
、
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
学
校
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

第
83
回
四
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、

８
名
の
議
員
が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
期
定
例

会
で
表
彰
状
を
伝
達
し
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

▼
四
国
市
議
会
議
長
会

議
員
在
職
16
年

　

三
宅　

真
弓

　

多
田　

光
廣

議
員
在
職
12
年

　

加
藤　

正
員

議
員
在
職
８
年

　

神
田　

泰
孝

　

水
本　

徹
雄

　

岡
田　
　

剛

　

川
田　

匡
文

　

真
鍋　

順
穗

永
年
勤
続
８
名
に
表
彰
状
を
伝
達

永
年
勤
続
８
名
に
表
彰
状
を
伝
達

ＱＡ ＱＡ

質
疑
質
疑
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一　

般　

質　

問

廣田勝也議員

Ａ
市
長　

垂
水
橋
の
幅
員
と
通

行
量
か
ら
す
る
と
、
安
全

上
、
歩
行
者
や
自
転
車
通
行
者
と
車

の
分
離
が
望
ま
し
く
、
必
要
で
あ

る
。
白
線
で
の
分
離
な
ど
、
可
能
な

安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
県
に
要
望

し
た
い
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
現
状
や
劣
化
状

況
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
、
今
後
、

抜
本
的
な
改
修
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
意
向
も
踏
ま
え
、
早
期
の
事
業
化

に
向
け
、
機
会
あ
る
ご
と
に
県
に
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
垂
水
橋
は
土
器
川
に
架
か
る
20
本
の
橋
で
、
唯
一
、
歩
道
・
自
転
車

道
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
者
は
常
に
危
険
を
感
じ
て
い
る
。
架

け
替
え
ま
で
の
当
面
の
措
置
と
し
て
、
車
道
と
分
離
す
る

な
ど
、
歩
行
者
や
自
転
車
通
行
者
の
安
全
を
確
保
す
べ
き

だ
が
、
そ
の
安
全
対
策
は
。

歩道や自転車道はなく

一般質問
廣
田
　
勝
也

①
地
域
公
共
交
通
と
移

動
者
支
援
②
市
道
・
農

道
③
大
手
町
４
街
区
の

再
編
整
備

武
田
　
孝
三

①
農
業
経
営
支
援
②
Ｄ

Ｘ
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
③
高

校
総
体
と
総
合
文
化
祭

香
川
　
　
勝

①
介
護
職
場
②
学
校
給

食
の
有
機
無
農
薬
化
③

市
長
の
選
挙
公
約

渡
邉
　
一
馬

①
職
員
改
革
②
マ
ル
タ

ス
③
犬
猫
・
ペ
ッ
ト
④

ご
み
の
不
法
投
棄
、
た

め
池
⑤
手
話
言
語
条

例
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
条
例

内
田
　
俊
英

①
市
長
の
選
挙
公
約

②
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策 大

西
　
　
浩

①
財
政
・
行
政
改
革
②

ワ
ク
チ
ン
接
種
③
事
業

者
支
援
④
中
心
市
街
地

⑤
総
合
運
動
公
園

山
本
　
直
久

①
市
長
の
選
挙
公
約
②

農
業 横

川
　
重
行

①
奨
学
金
制
度
②
敬
老

事
業
③
た
め
池
の
安
全

竹
田
　
英
司

①
緊
急
通
報
装
置
②
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
③
垂
水
橋

16
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

①
市
長
の
選
挙
公
約
②

自
治
会
へ
の
加
入
促
進

③
生
涯
学
習

守
家
　
英
明

①
コ
ロ
ナ
緊
急
経
済
対

策
②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言

三
宅
　
真
弓

①
子
育
て
支
援
②
健
康

づ
く
り
③
自
動
体
温
計

の
設
置
④
市
長
の
選
挙

公
約 角

野
　
仁
美

①
市
長
の
政
治
姿
勢
②

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
③
医
療
費
の
無
料
化

中
谷
真
裕
美

①
コロ
ナ
支
援
策
②
再
婚

家
庭
の
子
育
て
支
援
③

離
島
施
策
④
広
域
行
政

東
　
　
由
美

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
②
児

童
虐
待
防
止
③
新
庁
舎

④
６
次
産
業
、農
水
産
業

神
田
　
泰
孝

①
マ
ル
タ
ス
②
ま
ち
か

ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

③
金
倉
南
北
線
④
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
⑤
近
隣
自

治
体
と
の
交
通
ア
ク
セ

ス
⑥
市
長
の
選
挙
公
約

水
本
　
徹
雄

質
問
者
・
項
目　
太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

垂
水
橋

通
行
の
安
全
を

Q



山本直久議員

Ａ
市
長　

中
心
市
街
地
で
は
、

地
区
都
市
再
生
整
備
計
画

に
基
づ
く
ハ
ー
ド
整
備
や
商
店
街
で

の
ソ
フ
ト
事
業
に
よ
り
、
少
し
明
る

い
兆
し
も
見
え
る
が
、
大
手
町
４
街

区
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
周
辺
に
も
波

及
さ
せ
、
地
区
全
体
の
魅
力
向
上
に

つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
民
間
の
力
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
、
民
間
企
業
や
大
学
な
ど

と
も
連
携
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
国
が
進
め
る
「
ま
ち
な
か

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
」
を
活
用

し
、
ま
ち
な
か
に
ゆ
と
り
と
賑
わ
い

を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
新

た
な
取
り
組
み
も
模
索
し
て
い
き

た
い
。

　
本
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、
市
道
丸
亀
駅
原
田
線
の
幅
員
再
配
分
無

電
柱
化
や
、
富
屋
町
の
こ
ん
ぴ
ら
街
道
を
絡
め
た
整
備
事
業
な
ど
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
店
舗
・
空
き
オ
フ
ィ

ス
等
に
つ
い
て
も
、
活
用
促
進
補
助
事
業
に
よ
り
開
業
者

も
増
加
し
て
い
る
が
、
活
性
化
へ
の
課
題
は
多
い
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

まちにゆとりと賑わいを

中
心
市
街
地

活
性
化
へ
の
施
策
は

Q
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一
　
般
　
質
　
問

大西　浩　議員

Ａ
市
長　

選
挙
公
約
と
は
、
市

民
と
の
大
切
な
約
束
で
あ

り
、
誠
心
誠
意
そ
の
実
行
に
向
け
て

尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

　

し
か
し
、
現
在
、
本
市
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
変
異
株
の
猛
威
に

さ
ら
さ
れ
、
市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
早
急
か
つ
確
実
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
や
深
刻
化

の
懸
念
が
高
ま
る
中
、
コ
ロ
ナ
と
闘

い
、
市
民
の
安
心
に
つ
な
げ
て
い
く

予
算
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
り
、
将
来

の
財
政
に
禍
根
を
残
さ
な
い
、
現
時

点
で
考
え
ら
れ
る
最
大
限
の
額
と
し

て
５
万
円
給
付
の
提
案
に
至
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
市
政
の
中

で
、
市
民
の
理
解
や
信
頼
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
で
き
る
限
り
努
力
し

て
い
き
た
い
。

　
市
長
は
、全
市
民
に
10
万
円
支
給
を
選
挙
公
約
と
し
た

が
、選
挙
後
の
額
の
変
更
は
、投
票
し
た
人
の
信
頼
を
裏
切

り
、
不
誠
実
で
は
な
い
か
。
選
挙
公
約
に
対
す
る
認
識
は
。

新市政　これからの丸亀は

選
挙
公
約

市
長
の
認
識
は

Q
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一
　
般
　
質
　
問

竹田英司議員

横川重行議員

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
大
学
な
ど

を
中
途
退
学
し
た
学
生
１
３
６
７
人
、
休
学
者
４
４
３
４
人
と
の
調
査

結
果
が
あ
る
。
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
若
者
を
支
援
す
る
た
め
、
市
独
自
の

奨
学
金
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
地
元
企
業
Ｐ
Ｒ
事

業
な
ど
と
併
せ
て
、
担
当
部
課
を
超
え
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

Ａ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

管
理
者　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ま

る
が
め
で
は
、
収
益
を
確
保
し
、
市

の
財
政
に
安
定
的
に
繰
り
出
す
こ
と

に
よ
り
、
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る

こ
と
を
念
頭
に
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
昭
和
27
年
の
初
開
催
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
の
68
年
間
で
、
約
１
３

７
７
億
円
を
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し

て
お
り
、
公
共
施
設
の
整
備
を
は
じ

め
、
様
々
な
事
業
の
財
源
の
一
部
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
決
算
状
況
や

収
益
見
込
み
に
加
え
、
運
転
資
金
や

競
技
用
施
設
、
お
客
様
空
間
の
整
備

事
業
な
ど
、
将
来
に
わ
た
る
経
営
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
行
い
た
い
。

　

市
長
の
選
挙
公
約
で
は
、
全
市
民
へ
の
一
律
現
金
給
付
に
よ
る
コ
ロ

ナ
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
余
剰

金
を
財
源
と
さ
れ
て
い
る
。
一
般
会
計
へ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
会
計
か
ら
繰
り
出
す
際
の
基
準
は
。

Ａ
教
育
部
長　

近
年
、
国
や
県

で
は
、
奨
学
金
・
支
援
金
制

度
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。
高
校
生

を
対
象
と
し
た
返
還
不
要
の
授
業
料

支
援
や
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
制

度
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
大
学

生
を
対
象
と
し
た
授
業
料
や
入
学
金

の
免
除
・
減
額
に
加
え
、
給
付
型
奨

学
金
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

市
内
の
中
学
校
で
は
、
高
校
入
学

前
の
周
知
に
努
め
、
制
度
を
活
用
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。市長　

複
雑
多
様
な
行
政
課

題
に
は
、
今
後
と
も
全
庁
体

制
で
、
部
課
を
超
え
て
の
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ

のびのびと学び過ごせる環境が

事業会計からの繰出金　ルールは?

学
び
を
支
え

共
に
成
長
を

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業

繰
出
金
の
基
準
は

Q

Q
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